
実験レポート 30 for JA1YZT ／茨城県立太田第一高校ｱﾏﾁｭｱ無線ｸﾗﾌﾞ(物理部)　　　　2026.03.10 
 

「RaspberryPiでCW解読・CWで歌おう！」 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ CW  ＝電信＝ﾓｰﾙｽ信号

０．概　要： 

 Raspberry Pi 5 で CW  (ｽﾄﾚｰﾄｷｰ入力によるﾓｰﾙｽ(電信)信号)解読、

 CW に音階音符をつけて「ABC  の歌」を歌っちゃおう！

 (Soft：python3、／ Hard：Pi5 の GPIO23=KEYin、GPIO16=圧電ﾌﾞｻﾞｰ、他 LED 等) 

Ⅰ．はじめに： 

 2025.12 本校探究推進部が千葉工大：千秋博紀先生を招聘して｢ﾗｽﾞﾍﾞﾘｰﾊﾟｲの使い

  方｣講座を開催、おいしそうな名前に惹かれて物理部が相乗りした。がっ！

 Linux/Unix って何？、python って何?、気象観測ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ log.py  って何？･･

 ｽｲｯﾁや LED ｢ L ﾁｶ｣、I2C による LCD ／気象ｾﾝｻｰ／加速度ｾﾝｻｰ制御、ADC  、

 ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰ･･と実験を重ねる中、「音がないのが寂しい」→圧電ﾌﾞｻﾞｰによる演奏、 

 「ｽｲｯﾁ 1  個でいろいろな命令を入力できない？」　　→ﾓｰﾙｽ信号の自動解読、

  「ﾓｰﾙｽ信号で歌えない？」･･物理部のわがままは続く･･･

Ⅱ．製作・実験： 

 （１）Hard:Pi5 の｢ GPIO23 入力=KEYin、GPIO16 出力=圧電ﾌﾞｻﾞｰ｣、その他 LED や PTT 
 （２）Soft:Python3 にて Thonny で製作したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾘｽﾄ　(以下 cw.py  )

  （３）音階表、ﾓｰﾙｽｺｰﾄﾞ表、等　(以下)

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      ←一式　↑変換文字が下の Shell 画面に表示 

Ⅲ．結果・課題： 

 （１）音響：gpiozero のﾌﾞｻﾞｰ命令では 1  ｵｸﾀｰﾌﾞしか出なかったので、別途関数製作

 （２）CW 簡易解読：1 文字ずつ変換→「欧文・和文」表示。速度自動追従できればいいな･･ 

 （３）CW 文連続出力 OK ！→ CW で歌ってしまえっ！　 8bit ﾒﾓﾘで処理したが､もっと最新化が? 

Ⅳ．参考資料：(敬称略／原典の公開ｿｰｽｺｰﾄﾞを物理部が勝手に解釈･再ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､原典の性能を保証できない) 

　①｢ RaspberryPi で学ぶ電子工作｣金丸隆志 　(技術評論社 2024  )

　②｢温湿度･気圧を手軽に測ろう｣小野寺康之 (ﾗｽﾞﾊﾟｲﾏｶﾞｼﾞﾝ 2018･10/日経 BP  )

　③｢特集 2 主要電子ﾊﾟｰﾂ入門｣   　(ﾗｽﾞﾊﾟｲﾏｶﾞｼﾞﾝ 2025･秋/日経 BP  )

　④｢ｴﾚｷｼﾞｬｯｸ 20 号｣ PIC 記事 光永法明  　(CQ  出版)　　　　　→ﾌﾞｻﾞｰ演奏関連

　⑤｢ PC-6001 によるﾓｰﾙｽ信号の解読実験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ｣ JI1NZL/青木昇　  →電信解析

 (CQ ﾊﾑﾗｼﾞｵ 1991.4/CQ 出版)Basic +　ﾈｯﾄ上､詠み人知らずの公開ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ 

 → C 言語/PIC12F1822(+改)      (JA1YEF/茨城県立日立第一高校物理部 2013.3) 
 → Python/RasPi5(+和,song)      (JA1YZT/茨城県立太田第一高校物理部 2026.3) 
追記：<ﾓｰﾙｽ信号事始め>2012 年､ 1 年生の遠足で茨城県阿見町にある｢予科練平和記念館｣を訪れた。自分たちに近い

年代の若者が訓練・特攻へ･･｢敵艦見ﾕ｣打電ののちﾊﾟｲﾛｯﾄ自らが電信連続音発出で突撃、電信音の尽きたときが死を

迎えたとき･･･この残酷さに皆涙した。このときの｢電信って何？｣石碑に刻まれた｢若鷲の歌｣の楽譜から、｢電信解析

・再現、ﾒﾛﾃﾞｨｰ演奏｣ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが当時の物理部で始動、PIC ｵﾙｺﾞｰﾙとなった。その後、2014 茨城総文祭無線部会の工

作会、SSH の人工衛星ﾓﾄﾞｷや ARDF 送信機のﾋﾞｰｺﾝ制御に発展した。天気晴朗なれど波高き現在、平和を祈念しつつ。 

2026.3　for JA1YZT　　by JJ1TJK ／関山  大志



＜モールス信号１字受信＞     a= CWtoCODE()関数      　  ※ は実験ｺﾒﾝﾄ 

(電鍵を押す Mark ／離す Space,　短点 dot ／長点 dash,　dash=3dot,打点間 1dot,文字間 3dot,単語間 7dot) 
     D_len = 25･･･短点長点判別境界値､要調整　　※ 25 だと､毎分 50 字程度の電信速度に最適 

開　始                   　  ※打鍵速度変化の自動追従はできない !! 
                                                          開始ﾌﾗｸﾞ 1 短点 0 長点 1

押回数ｶｳﾝﾀﾘｾｯﾄ CodeCount=0                             CodeBuff 0000 0000

Key が押されるまで待つ

 

                 押長測定      Y 

          Key 押？ 押(Mark)長ｶｳﾝﾄｱｯﾌﾟ M += 1
                                   ※ﾁｬﾀﾘﾝｸﾞ防止 10ms 待ち｡ GPIO 設定ではなく関数内で実験可能に 

               N 

               はじめて押?     Y  CodeBuff に先頭ﾌﾗｸﾞ  

         CodeCount=0  　0b0000 0001 ｾｯﾄ CodeBuff 0000 0001
               N 

 

                     　　 N 

               7 打点まで？     　　          ｢ 8  打点以上｣は無視

                                              (8bit ﾊﾞｯﾌｧに←ﾌﾗｸﾞ 1+符号 7  )

    　　　　　 Y                      　　　　 訂正符号<HH>= ････････  など

   CodeBuff 左ｼﾌﾄ                             ・ ・ ・ － － ・ ・
                                                CodeBuff 1 0 0 0 1 1 0 0

  CodeCount+=1                  CodeCount  7 回ｼﾌﾄ←        2 回 1 回

                                               　　　　 (※≦ 7 にすると bit9 にはみ出す) 

 

         長短点判別      N(短点) 

         M ≧ D_len                    ※ D_len 実験で 25 当たり？ 40 だと長点も短点判定 

         (長点)Y 

    
CodeBuff_bit0 に 1      bit0 に 0 
(CodeBuff or 00000001)      左ｼﾌﾄで 0 が入ってるので､何もしない

 

 

               ｽﾍﾟｰｽ時間測定     Y   押されてない(Space)長 

        　　 ｽﾍﾟｰｽ？   ｶｳﾝﾄｱｯﾌﾟ S += 1
               N                            ※長すぎると｢間｣が開く｡実験値 D_len × 4 が最適 

 

               点間/字間判定 

 　    Spase が短点？                 　※ Space 判別中の待ち時間 10ms を短くすると､ 

     (点間)Y    S ＜ D_len                     　　変換処理が速くなるが精度が落ちる 

                        N  (文字間)

                                              ※ Python では while 文で先頭に。　　　2026.3 

            CodeBuff を返して                    (ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑは C による PIC ｵﾙｺﾞｰﾙで実績有り) 

                 終  了

 

 ☆別関数にて以下のﾃｰﾌﾞﾙ参照で｢ｺｰﾄﾞ→文字｣変換

　　CW ｺｰﾄﾞ_ﾃｰﾌﾞﾙ CWabc_CODE=[0b0000 0101, 0b0001 1000,  ･･･] 開始ﾌﾗｸﾞ 1 短点 0 長点 1 
　　文字_ﾃｰﾌﾞﾙ    abc_table    = ['A', 'B',  ･･･   ]   　　　　   　順番が上記ﾃｰﾌﾞﾙに対応  



電信(CW  )ｺｰﾄﾞ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音階ｺｰﾄﾞ(melody  関数用)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


